
　１　救急出場件数及び搬送人員　１　救急出場件数及び搬送人員　１　救急出場件数及び搬送人員　１　救急出場件数及び搬送人員

平成２５年

平成２６年

増減

・搬送人員については、宇部市が１１２人減少、山陽小野田市では１２０人増加し、全体で８人増加しました。

　２　事故種別出場件数・搬送人員　２　事故種別出場件数・搬送人員　２　事故種別出場件数・搬送人員　２　事故種別出場件数・搬送人員

平成２６年の救急出場件数等について
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・救急件数は両構成市とも増加し、全体で１４７件増加しました。
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平成２６年の救急出場件数（グラフ）

・中でも、急病は増加傾向にありますが、交通事故及び転院搬送は減少しています。

　今後も、救急車の適正な利用についての啓発に努めます。

　 いざという時に、一刻を争う重症者が発生した場合で、救急車がすぐに到着できないという時間的な対応の

・事故種別の出場件数では、急病が６，３４４件で、全体の６１.０％を占め、次いで一般負傷が１４.７％、

　・全国的にも救急件数は年々増加傾向であり、当消防局においても平成２６年は、増加しました。

　また、搬送された約４割の人が、入院の必要がない軽症者です。

　３　今後の課題　３　今後の課題　３　今後の課題　３　今後の課題

交通事故が９．０％、転院搬送が８.７％と昨年と同じ順になっています。

遅れが予想されます。
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